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T-4型トランジスタ通信線搬送電話装置
Type T-4Transistorizcd Open Wire Carrier Telephone System

増 村 逸 夫*
1tsu(つ ～】asしIrllLlr'a

内 容 梗 概

針立製作所では,トランジスタ拷■‡送･左前袈躍として,各機種の試作を=･い,堺川三までに1､-1,T-2,

T-3,T-4聖と香椎の標咋製.1i■,を闘発Lてきプエリ 本文ほさきに閏耐電ノ｣株フ℃会右上に納入したTベト型ト

ランジスタ搬送電話裳惜につ㌢.裳躍の概茂,什伐.粧綾などを述べている.｡T-4型トランジスタ殿

送装超は 一つの搬送電流の_上下帖榊友をそJLぞれ送受信に用いるノブ式で,信一り･としては2周以‖言号を
川い,トー′レオイヤ′しも‖｣■~龍であり,理想l′t(ト′雄fょいlラ油一言祝搬送電話装躍である｡;

1.緒 言

搬送装撒こ対L,トランジスタ㌧ご'日放=ト㌻ることは,搬

送方式彿姑剤ヒの恵恥こおいて日二く′二製f′1三川トごこ土1iトニから

着手し
一行撞の製品につき試作,榊光′主■=∵一てきたこ｣す

なわち,3通話路BT-303±四`1),2j虹請呈ヂ■答BT-21)2埠塁(2′

およびこれらの改良形である3泊.活路BT--311.J甘3'に

ついてほすでに発表さjtで｢ゴり,この紆川㌧｣甘づきトラ

ソジス針隙迫電話装椚の棋照蔑品とし′て,Jブ･ま｢Fミ,T-1乃

至 T-4型が完成されている:=.

このうち T-4彗射エローカル通†.‡触=膵㍑沌甜t-:として

設計されたもので従 の力式に脊椎の改｣主左,加えた〔二L

な改良蘭･･よ,送†.;レベルを従来のOdb エリ
ート10郎〕に

上げたこと,日動利得調埜を‖い,保′ごJ:フ､ン†岬11.にしたこ

と,および従来の描城外一周波†.写り･~尤武立∵用披FSノノ

式とLて信号周波を日動利和銅盤の監制亮流としている

ことなどである｡.

2.装 置 概 要

丁一4塾装;■■′■廿よ通ぃ緑を使川して任意通∬路ぺ丹㍍■封･Il

線を簡単に増設することかできる,簡払トランジスタ搬

電話装帯であるこ｢

周波数配置ほいづ･搬送波の上下両佃川嵩皮の一一ル立送†.言

に,他方を･受す.てに仙川する,いわゆるUpper-Lower方

式であるから,損屯ねにより簡叩に通話路を妬けことが

でき,4へ57Kc の聞に故人7過.~粗略まで弛ぷ可能であ

る｡弟】図に棋準周波数皿列をホす｡,

本装置のパネルはすべてプラグイン形で,二れらを組

合わせて,種々の相接に適L.た装苫を構成することがで
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第1区l標準 周 波 数 配 列

日正製作所戸塚工場

第2図 1､-41埜臓送滝話装置

第3岡 変 復 調 2詮 盤

きるし:舞2図にT-41型の外観を,舞3図に変優調器

盤を示す｡第4回ほ回路構成図およびレベルダイアグラ

ムである｡

以下トランジスタに闊する部分l州洛について〕おべるし

2.1増 幅 器

送信相称敗 信紳助脚賦払 受イi--;増幅器,有声増帽

器,信り珊幅揖と五種の増幅器を使用しているが,l川路

的にほ,送イi-;祁助増幅器と受信増幅器および靖)-1す増幅器

とf.て-り▲増幅耕はそれぞれl■ぢ一で,す

`7J′くど
∫イオ〔､

』†』』!仁ゝ

べて日立製作所製トランジスタHJ-

17を使用している.｡

送信押隠掛･ま標準‡11力+13dbを

必要とするが,木方式では共通増幅

を行わない関係上,ひずみ率ほそれ
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イ言害レベルは装置出力捕にて1財占爪てある｡

第4同 T-4型 回路構成図およびレベルダイアグラム
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祁5国 送信増 幅器牢与件

ほど問題にならずA,B級7｢ッシュプルに負帰還を施1ノ

て完全に目的を達Lで一､る､.弟5図にその特性を示す｡

その他の増幅掛こついてほ間岸如こなる点ほないと思わ

れるので省略する｡.

2.2 発 振 器

信号周波発振器ほコレクタ同調形LC発振器で,タン

ク回路の蓄電器切換により,2.55Kc,2.65Kcの二周波

FSを行っている｡ただ,信号電流を日動利得調整の監

40

祝電流とLて利川するため,レベル

変動をおさえる必要_ヒサー スタに

よりH力の安定化をほか/つている.

搬送周汲発振岩詩(Ll)はj.那皮数範lノ_目と

し-て7､5･4Kcが対象となり,独_､上

回糊なるがゆえ,周波数安定1_麦は

1×10｣4 程度が要 され,トランジ

スタのはらつき,周囲条件,電源変

動.経年変化などを考慮すれば,

1×10→の周波徽確度を得ることほ,

現fl三のLC発振器では困難で,水晶

制御とせざるを得ない二

水晶発振子として,NTカットの

追納子形水｢冒】を使用している･一周知

のようにこの形の水晶発振二仁ほ数百

〃A の励振電流で破壊するため,サ
ー ミ スタによる振幅制御を行い,数

十｡′仏以卜の電流で駆動し～_lリコおよび川波紋安定度を向

_!二させているノ
このことば第る図iこもスしられるように,

電源電贋の変動はもちろん,トランジスタ,水■～l'l洛振丁

の交換などによる=力変動がほとんど見一受けられず,ま

たひ〉~トん率も30db 以Lありはなほだ好都合であるご.

発振Iri.†路に対する設計の士賊は水IiJl発振丁を高インヒ■-

ダンスで受けることと,周波数安定度を巨′り上させるため
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に神仙榊射桐]回転を`舶こ近づけることにある｡.第1の

点はトランジスダ入力回路と水】■17-1発振手の問に高拭抗を

挿入し,第2ほ前述のエうにサー

解決しているし

2.3 信号受信器

スタによる負帰還で

日月･受すJ律師り路はデモク:誓符を仙川するも♂つと同様で,リ

レーほ従来の有糊リレーを廃_【L二し,小形で動作確実なリ

ードリレーを相川-Jしている｡.この受佃~‖ほ各ほ周波数弁別

以降の軒流増幅段が,真空管の場合はダリ､ソドに電圧を

与えるだけでプレート電流を側聞できるのにJ丈L′,1､ラ

ンジスダの場合ほ必ず電力椚 があり,Lかも低インヒ

ーダンス魚満となっているため周波数弁別相性に影響を

与え,したがってH号一受イー詔謹の入力レベルが比帆′廿大き

くなっている｡LかLながら′受†.;器としての牛抑l三ほ,真

増枠せ便川する回路に比しなんら劣る点はない､

2.4 自動利得調整器

木矧【■'■モほローカル端末回線を対象とし｢∴ざゴり,十分な

保けは期待できない.二､このため無調脛でもなんら｢可線に

支障そきたさぬようl■l動利得調慨腐有い簡みなことを二‡二

眼として設計Lた二J

エミ､ソタ接聞け削隠帯『エミッタインピーダンスを変え

ることによ車椚幅利得を制御している｡第7図に【■l動利

鮎調整暑詫の圧桁柑･′†ミを示す.二､

制御帖㍑･は2.55Kc,2.65Kcの∴川手皮付号を仙川し,

整流後サーミスタにより安定化された肘隼電圧と比較を

行い,直流増幅されで1二州肩部のエミ､ソダ回路に挿入さ

れているサーミスタのインピーダンスを丁聞御している.二

なお,直流増幅部のエミッタ回路にサーミスタを挿入

し,その負相性を利川して正帰還を施L上モ新効果を大に

するに役だてている√.このサーミスダの.n県押出こよf),

日動利得調整器は後動作形であるにもかかわらず前動

作形のようなS形宰相性をイJ▲Lている｡

3.装置仕様および性能

3.1概

伝送線路

通話路数

要

通すr;線

丁一41判

●l､∴

‥
.

T-43型

1通話路

2通話路

3通話路

伝送〟式 送受信共通搬送波SSB方式

最大緑路損失 30db

イ言け方式 通話帯域外2周波FS方式

中継方式 通話 円税l-い

ぃけ 直流中継

他用電源 DC24V 十10%

-30.%

AClOO(200)Ⅴ 士5%

ま釆二ほ
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て
ラ
ゝ
仁
豆
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第7図;】′1動利得調整器イモ術特性

矧川東す′卜 氾度

湿度

3.2 構

パネル構成

ヽ∫ト

フ.1⊥

0､450C

40､85.%

成

変優調器醸,試験鶴 継寺宣器盤, 訴機

盤,電源盤を適`正組合せで構成する｡

替パネルほプラグイン構造で可搬形の筐

体に収拝され,一任上設澤または標準鉄可

取付可能

仙川トランジスタ エリー17

3.3 主要性能

外形寸法 帖 520111m

奥行 225mm

高さ 450mm(T-41型)

重 一 約50kg

flI 力 標準=ナ

調整範1州

入 力 転写準入力

調盛範囲

姑低入力

F-'1動利得調整

(T-41型)

通話入力1Kc Odb に対し線

路側刑力 +10db/CH

信号
-5db/CH

十5db

-10db/CH(線路側)

-10db/CH～十5db/CH

-20db/CH

動作範囲 入力レベル変動

J王師 30%

十 5db

-10db

残留損失 8db(1Kc)

残留損失偏差 5db以下

適雇用拍或 二通訂
0.3､2.3Kc

イ言弓･2.55Kcおよび2.65Kc

総合吾減衰量 25db以上

鳴苫安定度 交換台側端子を600n士400nで終端L

12db 以上

漏話減衰量 50db以上

装置靴音 S/N50db以_ヒ

信号器 電源電圧±5%,入力レベル±3dbの変
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動に対し5ms以内｡また人力レベル変動

±10db.S/NlOdb の時にも惟リミに動作

する｡

温度0＼400C,`尾淵電比 十10?占

-30アゎ

に対し周波数偏差は10c/′slリ､内

インピーダンス れ一呵刊路側 600i} 十20㌔′

視路側 600n標準

津了真電プJDC 2iVの場合 約3W/CI-I

AC t圭蟻合の場合 約5VA/CH

たたい､ずれも継竃絹盤を含まず

3.4 補助回路性能

試験装躍 切換∫電鍍により`電源電比およJ=カレベル

ilまIJ定可能
†ソ一い

準] 電源ヒュ一列阻および監視電満潮宜場.′-㌢,

(二第38_頁より続く

日立評論別l十け第27号

令通話路メークビジー端子およびベル端子

に地気を与える｡

4.柘

以上T-4型トランジスタ通信線搬送電話装置の概要

を主にトランジスタ回路の点より

木製椚ほ,今後さらに経済化,酪昆二化すべき余地ほ伐

っていろとしても所期の性能にかなったものであると考

フL′○⊂.
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日立製作所社昌の通信轢器に関する社外既発表論文一覧

(3′)無線通信概器-:その2ノ

687(昭32-6)

スタ水晶発振詣について
2′49

(その5)

番号

10
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18

20

題 ｢1

U_､上工業用テレビジョ ン装置について(:その2)
広 二倍二域テ レ ビ ジ ョ ン √受像 川 ア ン テ ナ

新 しい応=｣分牒卜をむ･らいたTIE-3型ITV装置
FM-FM ノノ`Jくによるマイクロ波i署j易多屯油左;生隻置

本社-し_トン■,~j二場I印1･イクロ汲無税`｡E話方転設総 説

本社一日_立~】二切開マイクロ波無視■一に話方払役無根送
受信機

本社-一日l:しL場間てイク可軋姑臥電話施設+端月壌
よび中継装荷

本社一 日キ工場間マイクロ波無粍と電】請~臥i伎 軒拍j･器

立僻目設
一局

仁
仙
腔

L′木-妻枠本 1二場閲てイクロ敗無税`造詣施設 無人小
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ⅤIiF-FM

通

無

坐
機
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級

信 ･甲

い
去十2第

最近に∴おける超短波開放数変凋受†.ミ~機の似向
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